社会的態度構造研究 by 土田,昭司
社会的態度構造研究
土　田　昭　司
　社会的態度研究は，人間の意思決定や行動を説明，
予測することを目的とし，その成果の応用として，人
間の意思決定や行動にどのような要因が作用している
のかを解明する。社会心理学の1つの研究分野であ
る。態度概念は，人間の意思決定や行動の準備状態を
さす構成概念として心理学において登場した。当初態
度概念は行動主義心理学の強い影響を受けてまったく
の構成概念（ブラックボックス）として扱われ，その
構造を論じられることはなかった。しかし今日，政治
意識調査，消費者意識調査など，人々の社会的態度が
頻繁に測定され，それをもとに人間の意思決定や行動
に対する説明，予測，あるいは，影響力の行使がなさ
れているなかで，態度概念をブラックボックスとして
扱っていては精度の高い分析は不可能である。
　人間の行動は個人内の情報処理の結果として生じる
とする認知科学的な観点にたつならぽ，行動がなされ
るために個人内で行われる情報処理に要する主たるデ
ータは，1）個人外の環境についてのデータと，2）
個人内に保持されている（すなわち，記憶されてお
り，かつ，利用可能な状態にある）データに分けるこ
とができる。本研究では，この後者のデータのなかで
意思決定のために構造化されたものが態度構造である
と定義した。態度構造は意思決定に利用する目的で構
造化されているのであるから，対象に対する「接近」，
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「回避」という概念を中心に構造化されていると考え
られる。したがって，態度概念は，個人内に保持され
ている「価値」あるいは「評価」についての認知の体
系であるということもできる。
　本研究ではさらに，態度の認知構造と感情（情動）
との相互作用についても検討した。すなわち，態度構
造を形成する人間の認知活動に対して，感情（情動）
が抑制，促進する効果について検討したのである。比
較的に弱いポジティブな感情は拡散的な認知活動を促
進し，比較的に弱いネガティブな感情は深い認知活動
を促進するのに対して，比較的に強い感情は生理的喚
起が生じるために認知活動を抑制すると考えられるの
である。本研究では，態度構造と感情（情動）の関連
性を明らかにするため，次のような社会心理学実験を
行った。第1実験では，95名の大学生に対して，肯定
的な感情（うれしい，楽しいetc．）または否定的な感
情（悲しい，腹立たしいetc．）のいつれかを生起させ
るビデオを見てもらい，その上で面識のない人物に対
する態度形成を求め態度構造の差異を測定した。第2
実験では，128名の大学生に対して，自己評価
（［self－esteem］自己肯定感／自己否定感）の操作を
行い，第1実験と同様の測定を行った。両実験の結果
は仮説を支持する方向のものであった。
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